
北海道 ・低山域の超塩基性岩地に分布する高山性植物
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北海道の北端 。宗谷地方か ら日高山脈の

南端までの脊稜部は、地質学上の神居古渾

構造帯 と日高帯に属する。神居古渾構造帯

は蛇紋岩、 日高帯ではカンラン岩を主体 と

した超塩基性岩が広範囲に分布 し、 日本で

も有数の超塩基性岩地帯 となっている。

植4/4の分布や分化は、生育地土壌の化学

的要因によって も大 きな影響 を受けてい

る。そのことが特に顕著に現″しているのが、

超塩基性岩地においてである。超塩基性岩

土壌は低カ リウム、低カルシウム、向ニッ

ケル、高マグネシウム という特異な化学的

特性を示す (水野 1979 i lTH江・野坂 1999;

堀江 2002)。北海道の超塩基性岩地には、日

本産の 70°/。を占め る 17科 46分 類群 に も

及ぶ超塩基性岩植物 (Nosaka and Horie

1993、1994 i lTH江2000;堀 江 2002)や低山

域 (概ね標高 500m以 下)に も高山性植物

の分布が認められるなど特徴ある植物相 を

呈する。

調査方法

北海道の超塩基性岩地帯の詳細 な植物

相、植生解明及び植物体 と生育地上壌の化

学組成の分析 を目的に、図 1に 示 した超塩

基性岩地帯の全域 にわたって野外調査 を

行ってきた。調査地は、超塩基性岩植物の

分布および地理 を基準に 7地 域 に区分 し

た。同定は基本的に大井 (1972)に準拠 し

て目録の作成 ・整理を行った。

結果と考察

表 1に は、各地域の超塩基性岩地に分布

する高山性植物 21科 34分類群を示した。

低山域の超塩基性岩地に分布する高山性
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図1.北 海道の超塩基性岩地帯と調益地フ点
北部地域 :①問寒別、②知駒岳、③中唄

別、④音成子府
中部地域 :⑤幌加内、⑥白″亀山、②士別、

③和寒、③旭川、⑩中富良野
南部地域 i①穂別、⑫坊主山、○占冠、

①日高
夕張岳地域 :⑤夕張岳、①富良野西岳
戸蔦別岳地域 :⑫戸蔦別岳、①チロロ岳
アポイ岳地域 :①アポイ岳
静内地域 :①静内・三石
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表 1 北海道 ・低山域の超焔基性岩地常に分布する高||114植物
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地域  地 lnk

1打十吊   静 内   ク明:岳 ,iLり||千

地l「lA  地 域  地 域  地 jpt

7ボイ|千

地域

P`(″gた力?,, アカエゾマツ

r91,,7岱,21,メ脇 ′ヽ イマツ

/1r,2ルカrドごθ〃?〃‖″A アヽar,〃θガれ,2β ル サ|どャクシン

n ,ドヵr (″っ!ヵ♂ ウシノケク
｀
十

び仰笛 伊ψ力伊々 `どっ″ シ ョウブヨウスケ

胤わ〃わハ本θガご,71″体 シ ヨウデョウバカマ

ArF力r〃2,″体わガθ!tザ(所' シロウマ7サ ツキ

rヵそヵ木″,本筋筋 ′ クヽ十レ十卜)

A′〃7パ〃は,〃仰祝ヤガ, ミヤマハンノキ

Drrr,7′わィドw像',力rボVar ψごて`デθボ′バ タカネ十デンコ

A々わ於w,′″lβ、rar gttrにィ エ ブノイワノヽタザオ

r力′,7`7ぶ!ヤど,♂みrざr,木 ウ メバキツウ

駒カビ応 β〃?〃″,7品Var比仰″'t rr ヒロハノヘビノボラズ

`力〃″2pご″物ル惚浄r〃? 十ンクルマ

妃θざ♂βごた?rllr,体 オオクカネバラ

ざりわ2r、商,〃腕`Fヽlll′た クカネ十十カマト

聯力“ビβわ″2rFル′筋 マ ルバシモツケ

●ご紹〃力r,,2り'た7,!1筋′″ チシマフウロ

Atr,′〃わ解r″みrt7ぱ オガラバ十

A[ご/1‐6前θ″θボた'ナ ミイ、カエテ

予丁θれわ口於ナルrrlFlβ オ オバキスミレ

いr)筋ざ̀ど(びア2で′ナ,2α,パ本 ア イヌタチツボスミレ

β′ウ′ごFr,7r''7 Fr),ど'紹〃筋|′r,″vallわ?そわ7′〃筋IFr,,′ ホ タルサイコ

分′F'7g筋力θた,`!β筋 イブキセ )モトキ

身ウカβカカドた力)た,あ?〃var〃?ィ)″r″ガ″ ヒ メ十ツトウダイ

とご力r′, 7 ,β′F rド1 ,で、r a r〃'どビ″sわナ′θざF r 'メ イツツツジ

T/つど7″腕rあ″てr超脇 ミヤマホツツブ

i竹“力!F′r,720F″′れ′力r"′  クロウスコ
や

lをそ̀デ′!ナ′r , ,′ざブ' ! ` r F F , デ イオバスノキ

1竹ごご′″力r,,2で'体‐′冴βごα コ ケ=:モ

S?(り,7 rrャリに協れ ■ シマセンブ||

T,wl?7rざq′r力町′rtてヽθボ筋力rざVar わ7rカル″s'ざ  イフ
゛
キジAァコウツウ

A'リカ淋 みてたV 夕 考ネや ズヽハハヨ

S材旅ど何 ナ,即マ〃″β var Fど,っごβ秒♂ ヨ ガネギク

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

D

一
　

一
　

十

　

・
　

一
　

十

■

　

十
　

■
十
　

一
　

十

　

一
　

十

　

・

一

　

，
　

＋

　

十

■

　

一
　

十

　

・

E

一
　

　

十

　

‐
十

・
　

・
　

一

千
　
＋

　

十

十

　

一　
　
千

十

F

本直物にはバラ汗斗(5分 類祥)

分類群)が 多く含まれる。

とツツジ科|(5

1.高 山性植物の分布要素

北海道の低山域の超塩基性岩地に分布す

る高山性植物 21科 34分 類群について、来

本的に清水 (1982、1983)の 植物地理学的

分布要素区分に従って整理すると次のよう

になる。

A.汎 1世界要素              山

なし                  最

B.周 北極要素 (6分 類群 18%)     続

B-1.ユ ーラシア～北ア メリカ■!周北極   (1

要素 :リ シリビャクシン、ウシノケグ  純

サ、ウメバチソウ、コケモモ      く

B-2.ア ジア～ヨー ロッパ 型周 北極 要

素 :タ カネナデシヨ、ォオタカネバラ  2
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C.ア ジア要素 (16分類群 47%)

Cl.束 北アジア要素 :ハ イマツ、 ミ ヤ

マハンノキ、ヒロハ ノヘ ビノボラズ、

チングルマ、タカネナナカマ ド、マル

バシモツケ、オガラバナ、アイヌタチ

ツボスミレ、イソツツジ、チシマセン

ブリ、コガネギク

C2.束 ア ジア要素 :シ ロウマアサ ツ

キ、 ミネカエデ、ホタルサイコ、イブ

キジャコウソウ

C5.中 国 ・ヒマラヤ要素 :タ カネヤハ

ズハハコ

D.太 平洋要素 (3分 類群 9%)

D-1.北 太平洋要素 :ハ クサンチ ドリ、

チシマフウロ、クロウスゴ

E.低 山要素 (6分 類祥 18%)

El.純 高山要素 :エ ゾ ノイワハ タザ

オ、オオバキスミレ、ヒメナツ トウダ

イ

E2.侵 入要 素 iシ ョウ ジョウ スゲ、

ショウジョウバカマ、 オ オバ スノキ

F,純 日本回右要素 (3分 類群 9%)

アカエゾマツ、イブキゼ リモ ドキ、 ミ

ヤマホツツジ

このように北海道の低山域に分布する高

山1生植物の分布域区分では、アジア要素が

最も多く16分類群 (47%)を 占めている。

続いて低山要素 と周北極要素が 6分 類梓

(18%)含まれている。また、大平洋要素 と

純日本固有要素は 3分 類群 (9%)と 少な

く、汎世界要素は全 く見られない。

2・地域による高山性本直物の分布状況

北部地域、中部地域の低山域の超塩基性

Jヒ方|ロギt20(2003)

岩地にはハ イマツ、チングルマ、コケモモ

等が分布する。低山域に分布する高1山性植

物の多くは、高山域の超塩基性岩地におい

ても出現頻度が極めて高い。 しか し、高部

地域や静内地域にはこれら高山性れユ物の分

布は見られない。地史的には約 1.5～3万

年前の寒冷期土壌中の花粉や胞子化石分析

から、当時はハ イマツ等が北海道中部以北

の低山域の一般土壌地にも広 く分布 してい

たが、温暖化によって高山城へ移動 し生育

するようになったことが明らかにされてい

る(五十嵐 1991)。現在、北部地域、中部地

域の低 1日域の超焔基性岩地帯に分布するハ

イマツ等は、温口え化等によって高山域に移

動 した個体群 とは別に、超塩基1生岩土壌地

に残Tfした一群であると考えられる。一方、

苗部地域や静内地域の超焔基性イi土壌地に

ハイマツ等がう)布していないのは、寒冷期

においても北海道中部以南にまでその分布

域が及んでおらず、アカエゾマツやク
｀
イマ

ツニ御祈 族″22ι/″びα var.)Φ θ71′びαを「と, とヽ

する亜寒帯針葉樹林 となっていたためであ

ると考えられる。このことは本州、四回、

九州の低山域の超士iに基性岩地にはこれら高

山性植物が全 く分布 していないことと同様

に考えられる。
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